
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
厨房から出る雑排水を上流部に入れかつ下流部に上，下複数の邪魔板を下流端に向かい交
互に間隔を設けて固定した排水桝の下流部より、下水道管に排水する雑排水の処理装置に
おいて、前記排水桝の上流部から雑排水を箱状の装置本体内の上端部に汲み上げるポンプ
と、装置本体内の下部に設けて少なくとも一部を網部にした底部材と、底部材上の装置本
体内に収容し 油脂，澱粉，生ごみ，汚泥などを発酵，分解させる菌類
、脱臭用の活性炭、およびカルシウムのような中和剤を加えた濾過 に通して浄化した水
を排水桝の上流部に戻す排水管と、装置本体内の底部材上方に設けた攪拌棒 転させて
濾過材を攪拌する攪拌機と、装置本体内に設けて濾過材を加温させる電気ヒータとを備え
たことを特徴とする雑排水の処理装置。
【請求項２】
ポンプを１日に１～３回作動させて排水桝内の雑排水を装置本体内に汲み上げ、攪拌機で
複数本の攪拌棒を１時間に１～２回回転させて濾過材を攪拌させると共に、電気ヒータを
作動させて濾過材を３０～７０ 加温させるようにしたことを特徴とする請求項１に記
載した雑排水の処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、飲食店、旅館など主として業務用の厨房から排出される雑排水を浄化し、
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排水桝から下水道管に放出する雑排水の処理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、業務用の厨房から排水される雑排水は、図１に示すように、排水桝１の上流部１
ａに着脱自在に配置した回収網籠３を介して、油脂，残飯，野菜屑などの生ごみや汚泥を
除去し、排水桝１の下流部１ｂに設けた複数の邪魔板，排水曲管４を経て下水道管に放流
している。そして、排水桝１内の油脂，澱粉，生ごみ，残渣などを除去し、水の浄化を図
ると共に、脱臭剤などを入れることで、悪臭を低減させている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、前述した従来の排水桝等を用いる雑排水の処理では、油脂，生ごみ，残渣など
の回収が面倒であり、また、前記排水桝内の清掃を頻繁に行う必要があると共に、下水道
管に排水する水の浄化および臭気の抑制が不十分であるという問題点があった。
　この発明は、前述した問題点を解決して、油脂，澱粉，生ごみ，汚泥などの除去，回収
が容易にでき、また、排水桝内の汚れを抑制することで、清掃の回数を少なくできると共
に、下水道管に排出する水の浄化、臭気の抑制が十分にでき、稼動時のコストも安い雑排
水の処理装置を提供することを目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明に係る雑排水の処理装置は、厨房から出る雑排水を上流部に入れかつ下
流部に上，下複数の邪魔板を下流端に向かい交互に間隔を設けて固定した排水桝の下流部
より、下水道管に排水する雑排水の処理装置において、前記排水桝の上流部から雑排水を
箱状の装置本体内の上端部に汲み上げるポンプと、装置本体内の下部に設けて少なくとも
一部を網部にした底部材と、底部材上の装置本体内に収容して 油脂，澱
粉，生ごみ，汚泥などを発酵，分解させる菌類、脱臭用の活性炭、およびカルシウムのよ
うな中和剤を加えた濾過 に通して浄化した水を排水桝の上流部に戻す排水管と、装置本
体内の底部材上方に設けた攪拌棒 転させて濾過材を攪拌する攪拌機と、装置本体内に
設けて濾過材を加温させる電気ヒータとを備えたものである。
【０００５】
　請求項２の発明は、請求項１に記載した雑排水の処理装置において、ポンプを１日に１
～３回作動させて排水桝内の雑排水を装置本体内に汲み上げ、攪拌機で複数本の攪拌棒を
１時間に１～２回回転させて濾過材を攪拌させると共に、電気ヒータを作動させて濾過材
を３０～７０ 加温させるようにしたものである。
【０００６】
【発明の実施形態】
　以下、この発明の一実施形態に係る雑排水の処理装置につき図１を参照して説明する。
　図１において、１は排水桝であり、飲食店、旅館などから排出される厨房排水に混入し
ている油脂，残飯等の澱粉、蛋白，野菜屑などの生ごみ、これらから発生した汚泥などを
除去するために用いるもので、建築基準法により一定以上の大きさの施設には設置が義務
化されている。
【０００７】
　前記排水桝１内の上流部１ａには、上方から排水管２を介して厨房からの雑排水が排出
されるようにして 。前記排水桝１の下流部１ｂには、排水桝１の前，後側板の内面に
設けた取付部材１ｅに抜き差し自在に上，下邪魔板１ｃ，１ｄを所要間隔で交互に配置し
、排水桝１の最下流端には排水曲管４を介して下水道管に連結する放出管４ａが接続して
ある。
【０００８】
　前記排水桝１外の上方には、処理装置６の装置本体７を配置し、装置本体７には、直方
体箱状に構成し、内部に濾過材収容部８を形成し、この収容部８には断面半円状の底部材
８ａを固定し、この底部材８ａの一側部を網板８ｂとし、底部材８ａと装置本体７の底７
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ａとの間に隙間を設け、前記網板８ｂに接する底部材８ａの他側部側に傾斜板９の上縁部
を固着し、傾斜板９の下縁部を装置本体の底７ａの一側部よりに固着し、傾斜板９を他側
部から一側部に向けて傾斜させ、装置本体７の上端部には、その上面開口７ｂを開閉する
蓋１０を設けてある。
【０００９】
　装置本体７の一側には、上端部開口７ｃと下端開口７ｄとを設け、上端部開口７ｃに注
入管１１の終端を接続し、注入管１１の始端部には汚水汲み上げポンプ１２を連結し、こ
のポンプ１２を前記排水桝１の上流部１ａ内に配置し、前記下端開口７ｄに排水管１３の
基端を接続し、排出管１３の先端を排水桝１の上流部１ａ内のポンプ１２と前記邪魔板１
ｃとの間に配置して開口させてある。
【００１０】
　前記収容部８内には、籾殻を主 とし、脱臭および担体としての活性炭と、カルシウム
などＰＨの中和剤とを混合すると共に、発酵菌や油脂，澱粉などの分解菌（バイオ菌）の
ペレットを添加した濾過材１４を収容しておく。なお、前記バクテリアや分解菌は液状に
して注入装置により別途添加してもよい。
【００１１】
　前記濾過材１４を攪拌する攪拌機１５の電動機１５ａに減速機を介して連結した攪拌軸
１５ｂを装置本体７に設けた前，後軸受に支持し、攪拌軸１５ｂに前，後攪拌棒１５ｃを
１８０°の角度間隔で２本ずつ固定して攪拌軸１５ｂの外周から突出させ、合計４本の攪
拌棒１５ｃを９０°の角度間隔に配置してある。なお、攪拌軸１５ｂは前記収容部８の断
面半円状の底部材８ａ中心に配置してある。　また、装置本体７内の収容部８下方の他側
部に電気ヒータ１６を設置し、電気ヒータ１６を制御するための測温体（センサ）１６ａ
が収容部８の内面上部に固定してある。
【００１２】
　前述のように構成した実施形態に係る雑排水の処理装置は、飲食店、旅館などの業務用
の厨房から、水に油脂，蛋白，米飯などの澱粉，野菜屑などの生ごみなどが混入した雑排
水を排水管２によって排水桝１の上流部１ａ内に排水する。排水桝１内の雑排水は、上流
部１ａ内に設置した汚水汲み上げポンプ１２の作動により、注水管１１を介して処理装置
６の装置本体７内の上端部に汲み上げられる。
【００１３】
　汲み上げられた雑排水は、水と油脂，残飯，野菜屑などの生ごみやこれから発生した汚
泥が混入しているが、装置本体７内には籾殻が主材になっている濾過材１４を収容した収
容筒８が嵌合固定してあるので、水と油脂，残飯，生ごみ，汚泥などを濾過材１４によっ
て固液分離し、水が濾過材１４を通過して収容部８の底部８ａ一側に設けた網板８ｂを経
て傾斜板９上を流下し、排出管１３内を通って排水桝１内の上流部１ａ内に戻る。
【００１４】
　水と分離した油脂，残飯，生ごみ，汚泥などは、濾過材１４に含まれている発酵，分解
菌により、水と炭酸ガスとに分解されて容積が減少し、また、活性炭によって油脂，残飯
，生ごみ，汚泥などを脱臭すると共に、カルシウムなどＰＨの中和剤によって中性化する
。
　そして、濾過材１４の主 である籾殻は、質量に対して体積が大きく吸水性があり、か
つ発酵，分解菌が棲みやすいミクロン単位の無数の小孔があって、空気を多く含み、しか
も水分が多い汚泥を濾過する機能も備えている。
【００１５】
　また、装置本体７は、下部に設けた電気ヒータ１６を作動させて、収容部８，濾過材１
４などを暖め、収容部８の内面に設けた測温体１６ａの測定温度信号によって電気ヒータ
１６を制御し、３０～７０℃の温度に加温しておくことで、前記発酵菌などの繁殖に適し
た状態とし、さらに、攪拌機１５を作動させて攪拌棒１５ｃを１時間に１～２回程度回転
させることで、濾過材１４を攪拌してその各部をほぼ同じ条件にし、生ごみなどの発酵分
解を促進させている。
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【００１６】
　さらに、前記実施形態に係る雑排水の処理装置では、雑排水は１日に１～２回だけポン
プ１２を作動させて装置本体７内に汲み上げ、油脂，残飯，野菜屑などの生ごみ，汚泥な
どの残渣を、装置本体７内に設けた収容部８内の濾過材１４の微生物発酵機能によって２
４時間で、油脂，残飯の澱粉，前記生ごみ，汚泥などを発酵分解し、生ごみなどの廃棄物
を消滅させて浄化した水を、上，下邪魔板１ａを迂回させて、最下流端の排水曲管４に接
続した放出管４ａを介して下水道管に放流する。
【００１７】
　そして、濾過材１４の主材である籾殻は、使用によって老化したり、発酵分解したごみ
を捕捉して水の流下がしにくくなるので、装置本体７の蓋１０を開いて、装置本体７の上
面開口から、濾過材１４を半年～１年間の使用で追加または新しいものと交換するが、交
換した濾過材１４は堆肥として活用できる。
　この発明において、濾過材の主 は、籾殻に替えて杉などの木材チップ、プラスチック
又は金属粒を用いたり、それ等を籾殻に混入したりしてもよい。
【００１８】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１の発明に係る雑排水の処理装置は、業務用の厨房などか
ら雑排水を排水桝の上流部に送り、上流部内に設置したポンプを作動させて、雑排水を箱
状の装置本体内に汲み上げ、装置本体内の底部板上に収容した 濾過材に
よって、汲み上げた雑排水に混入した油脂，残飯などの澱粉，野菜屑などの生ごみ，汚泥
などを捕捉し、これらを濾過材に加えた菌類によって発酵，分解させて除去させる。
【００１９】
　この際、装置本体内に設けた電気ヒータによって前記濾過材を適温に暖めると共に、装
置本体内の底部材上方に設けた攪拌棒を回転させて濾過材を攪拌させることで、前記菌類
による油脂，澱粉，生ごみ，汚泥などの発酵，分解を促進させている。
　また、油脂，澱粉，生ごみ，汚泥などを捕捉してこれらと分離した水を、濾過材に加え
た活性炭によって脱臭し、かつ濾過材に通し、底部材の網部を経て排出管によって排水桝
内の上流部に戻している。
【００２０】
　従って、排水桝内の雑排水から油脂，生ごみ，汚泥などを除去回収でき、水の浄化、臭
気の抑制が十分にでき、ＰＨの調節もでき、しかも、排水桝内での汚泥，浮遊ごみなどを
回収する量を少なくでき、回収作業が容易になり、さらに濾過材の主材を籾殻などの安価
なものにすることでコストを安くできる。
　さらにまた、排水桝内に排水される雑排水を一旦処理装置内に汲み上げて浄化するので
、排水桝の汚染が少なくなり、排水桝の清掃が従来に比べ極端に少なくて済み、排水桝内
の清掃管理が容易となる。
【００２１】
　請求項２の発明は、請求項１に記載した雑排水の処理装置において、ポンプを１日に１
～３回作動させて排水桝内の雑排水を装置本体内に汲み上げ、攪拌機で複数本の攪拌棒を
１時間に１～２回回転させて濾過材を攪拌させると共に、電気ヒータを作動させて、濾過
材を３０～７０℃、好ましくは３０～４０℃に加温させるようにしたので、ポンプ，攪拌
機の作動時間が短く、稼動時のコストも安くでき、濾過材の加温も３０～７０℃の範囲で
発酵熱も利用しているので、比較的安価である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来の雑排水の処理装置を示した概略縦断面図。
【図２】　この発明の一実施形態に係る雑排水の処理装置を示した概略縦断面図。
【符号の説明】
　　１　　　排水桝
　　１ａ　　上流部
　　１ｂ　　下流部
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　　１ｃ　　上邪魔板
　　１ｄ　　下邪魔板
　　２　　　排水管
　　３　　　回収網籠
　　４　　　排水曲管
　　６　　　処理装置
　　７　　　装置本体
　　８　　　濾過材収容部
　　８ａ　　底部材
　　８ｂ　　網板
　　９　　　傾斜板
　　１０　　蓋
　　１１　　注入管
　　１２　　ポンプ
　　１３　　排出管
　　１４　　濾過材
　　１５　　攪拌機
　　１５ａ　電動機
　　１５ｂ　攪拌軸
　　１５ｃ　攪拌棒
　　１６　　電気ヒータ
　　１６ａ　側温体
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